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将来を見据えた施策
質疑あれこれ
６人が一般質問
翔びたて豊山っ子！

P2・3令和３年度予算 キラメキ事業
おいしかったよ （関連記事P16）

町議会　をクリック　　

町のホームページから
会議録がご覧いただけます

https://www.town.toyoyama.lg.jp/

広報編集委員
議員はお祭りへの寄付や町

内会への催しものへ差し入れ
することを禁止されています。
有権者も求めてはいけま

せん。
ご理解をお願いします。

委 員 長　山本 亮介

副委員長　作野 桂子

委　　員　坪井 孝仁
　　　　　柴田 賢一
　　　　　岡島　 剛

翔びたて豊山っ
子！

次回定例会の予定

開始時間は午前９時３０分から（最終日は午後１時３０分から）
議事の都合により、日程変更になる場合があります。

6月 ７日（月）開会・議案説明
6月１４日（月）一般質問
6月１５日（火）議案質疑

6月１７日（水）福祉建設委員会
6月１８日（木）総務文教委員会
6月１９日（金）討論・採決・閉会

表
紙
の
コ
メ
ン
ト

　冨
士
保
育
園
の
給
食
の
様
子
で
す
。

　色
と
り
ど
り
の
手
づ
く
り
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
で
感
染
対
策
を
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

あ
ふ
れ
る
ひ
と
と
き
で
す
。

　
長
か
っ
た
は
ず
な
の
に
と
て
も
早
く

時
間
が
過
ぎ
て
い
っ
た
。
そ
ん
な
小
学

校
の
六
年
間
で
し
た
。

　
特
に
心
に
残
っ
て
い
る
思
い
出
の
一

つ
は
修
学
旅
行
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
日

帰
り
に
は
な
り
ま
し
た
が
、
鹿
と
ふ
れ

あ
っ
た
り
、
東
大
寺
や
法
隆
寺
を
見
て

昔
の
人
の
知
恵
や
技
術
は
す
ご
い
な
と

思
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
は
六
年
生
だ
け
で
行
っ
た

ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド
部
の
校
内
発
表
会

で
、
あ
こ
が
れ
の
ド
ラ
ム
を
演
奏
す
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
す
。

　
中
学
で
は
吹
奏
楽
部
で
ま
た
ド
ラ
ム

を
や
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
努
力
し

た
い
で
す
。
も

ち
ろ
ん
勉
強
も

頑
張
っ
て
、
三

年
間
で
た
く
さ

ん
成
長
で
き
る

と
い
い
な
と
思

い
ま
す
。

　
中
学
校
を
卒
業

し
た
今
、
心
に

ぽ
っ
か
り
穴
が
あ

い
た
よ
う
で
す
。

中
学
校
は
た
く
さ

ん
の
思
い
出
が
生

ま
れ
た
場
所
で
あ

り
、一
生
の
仲
間
と
出
会
っ
た
場
所
で
あ

り
、ま
し
て
や
、私
に
夢
を
与
え
て
く
れ

た
場
所
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
、中
学
校
生
活
も
多
く
の
人
の

支
え
な
し
で
は
、送
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。陰

な
が
ら
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の

方
々
、根
気
強
く
勉
強
を
教
え
て
く
だ
さ
っ

た
先
生
方
、共
に
励
ま
し
合
っ
た
仲
間
、

ず
っ
と
側
で
支
え
て
く
れ
た
家
族
へ…

…

。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、感
謝
を
忘
れ
ず
、中
学

校
生
活
を
通
し
て
生
ま
れ
た「
教
員
」と

い
う
夢
を
目
指
し
進
ん
で
い
き
ま
す
。そ

し
て
、い
つ
か
は
、こ
の
豊
山
中
学
校
に

戻
っ
て
き
た
い
で
す
。

中
学
生
へ
の
第
一
歩

広
瀬 

華
音

丹
羽 

美
結

に

わ

み

ゆ
う

ひ
ろ

せ

か

の
ん

夢
に
向
か
っ
て

寄付行為の禁止

編
集
委
員
の
つ
ぶ
や
き

新型コロナウイルス感染症対策のため、事業実施について変更されることがあります。

　私
が
議
会
広
報
編
集
委
員
に
な
っ

て
、
も
う
6
年
が
経
つ
。
一
つ
の
広

報
を
作
り
上
げ
る
た
め
に
5
回
の
委

員
会
が
開
か
れ
る
。
年
間
20
回
と
計

算
す
る
と
、
1
2
0
回
、
委
員
会
に

参
加
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

だ
け
多
く
の
時
間
を
か
け
て
作
り
上

げ
る
議
会
広
報
に
完
成
形
は
な
い
。

し
か
し
、
以
前
よ
り
読
み
や
す
く
な

っ
た
、
い
つ
も
読
ん
で
い
る
、
と
い

う
声
は
励
み
に
な
る
。

　6
年
間
か
け
て
、
個
性
豊
か
な
仲

間
た
ち
と
議
会
広
報
を
作
り
上
げ
て

き
た
。
楽
し
み
な
が
ら
、
苦
労
し
な

が
ら
、
時
に
は
意
見
を
ぶ
つ
け
合
い

な
が
ら
こ
こ
ま
で
や
っ
て
き
た
。
5

月
に
改
選
を
控
え
る
た
め
、
次
の
委

員
会
構
成
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。
だ

か
ら
今
言
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

　
　
　
　
　

  

委
員
長

　山
本
亮
介



議場の音響等の更新工事
カメラ、マイク、テレビなど
インターネット配信の整備

キラメキキラメキ事業
令和3年度予算令和3年度予算

総合福祉センターの
運営体制の見直し
・「しいのき」と「ひまわり」の施設管理と運営について、
 　指定管理者制度を導入し、社会福祉協議会を指定管理者
 　として指定（児童館、なかよし会など）
・成年後見センターを設置し、社会福祉協議会に業務委託

町制50周年ＰＲ事業
・ウォーキングマップ
・フォトコンテスト
・記念PRポスター 
・オリジナルナンバープレート
・ロゴマークグッズ
・郷土資料室のリニューアル

さわやかクラブのみなさん

高齢者の
健康増進
筋力や心身の活力低下防止、
住み慣れた地域での生活を
継続するための取組
・フレイル予防事業
・健康長寿大学の開催

４８４０万円

プレミアム付商品券を発行
新型コロナウイルス感染症対策
として家計や町内事業者を支援

3792万円

4068万円

放課後子ども教室
の拡充
放課後の子ども達の安心、安全
な活動場所の確保
・新栄小、志水小でも開設
・対象：小学1～3年生

798万円

128万円

・産前産後ヘルパー派遣事業
・産後ケア事業
・多胎妊婦に対する妊婦健診　　
　補助事業

産前産後
ケアサービスの充実

64万円

新型コロナウイルス
ワクチン接種事業

町に住民票のある方を対象に接種

7642万円

1億2350万円
子ども医療制度の
充実
子ども医療費の無料化の対象年
齢を15歳から18歳へ拡大

1億1013万円

◎万円で端数調整をおこなっています。
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町税 
40億8473万円

県支出金
3億9084万円

分担金及び負担金 
3976万円

繰越金
7744万円

町民税、固定資産税、
軽自動車税など

県からの
補助金など

国からの配分金

交付税･その他交付金 
7億3482万円

諸収入
2億6928万円

前年度からの
持越しのお金

財産収入他 
2161万円
財産収入他 
2161万円

使用料及び手数料 
1億541万円
使用料及び手数料 
1億541万円

保育料など

繰入金　 
2億9222万円
繰入金　 
2億9222万円

他会計からの
お金

国庫支出金 
7億6087万円

借金など

国からの
補助金など

町債 
3億4000万円
町債 
3億4000万円

総務費 
11億7069万円

税金の賦課徴収、
防災などにかかるお金

衛生費  
7億5327万円
衛生費  
7億5327万円

ごみ処理、検診など
にかかるお金

農業対策などに
かかるお金

労働支援者などに
かかるお金

議会費
9492万円

議会の運営に
かかるお金

民生費 
22億3701億円

高齢者・障害者福祉、
保育料などにかかる
お金

労働費
5万円

農林水産業費
1億4925万円

商工費
1億2864万円

土木費
9億221万円

商工業や観光振興
などにかかるお金

消防費
3億2957万円
消防費
3億2957万円

道路整備などに
かかるお金

教育費
11億3316万円

消防活動に
かかるお金

公債費
2億823万円

借金の返済に
かかるお金

給食、小中学校の施設管理
などにかかるお金

予備費 
1000万円

3
月

定
例
会
の

あ
ら
ま
し

　
令
和
３
年
第
１
回
定
例
会
が
３
月
１
日
か
ら
１６
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。専

決
処
分
の
承
認
案
件
１
件
、令
和
３
年
度
の
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
、５
つ
の

特
別
会
計
予
算
、補
正
予
算
、副
町
長
の
選
任
な
ど
２５
議
案
が
上
程
さ
れ
、い
ず

れ
も
原
案
通
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、議
員
発
議
に
よ
る
議
会
傍
聴

規
則
の
一
部
改
正
な
ど
２
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

賛成8 反対1 認定

18歳までの医療費無料化18歳までの医療費無料化 将来を見据えた施策将来を見据えた施策 令和3年
度

一般会計
予 算

令和３年度に行う主な事業

一般会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

公共下水道事業特別会計

９７億１５２６万円

２億４７０６万円

１０億 ８９６万円

９億 １２１万円

（２億６２７１万円減額）

（６５万円追加）

（９３４万円追加）

（５７４７万円追加）

● 生活道路安全対策・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６３２万円

● 社会教育センタ－の改修・・・・・・・・・・１億２５８３万円

● とよやまタウンバス運行事業・・・・・・・・・・３８７７万円

● 防災・減災対策・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７５５万円

● 総合的な治水対策を推進・・・・・・・・・２億７１４６万円

● 下水道の普及・整備・・・・・・・・・・・・・・・３億 ７２９万円

● 賑わいを創出するための調査・・・・・・・・・2683万円

（志水地区に交差点ハンプおよび狭さくを設置）

（ホ－ルやトイレなどの改修工事）

（バス車両１台分の更新費を含む）

（風水害や地震などのハザ－ドマップを作成）

（久田良木川排水機場のポンプ施設増強工事）

（金剛・城屋敷・新栄地区を中心に工事を実施）

（愛知県防災拠点の整備に合わせて施設の調査）

令和２年度補正予算 会計名

国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険
介護サ－ビス事業
公共下水道事業

１３億５０１３万円
２億５６５３万円
１０億 ４２８万円

３９4万円
６億６６０１万円

予算額

特別会計
予算状況

◎万円で端数調整をおこなっています。

予算額 71億1700万円

歳入歳出
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などにかかるお金

消防費
3億2957万円
消防費
3億2957万円

道路整備などに
かかるお金

教育費
11億3316万円

消防活動に
かかるお金

公債費
2億823万円

借金の返済に
かかるお金

給食、小中学校の施設管理
などにかかるお金

予備費 
1000万円

3
月

定
例
会
の

あ
ら
ま
し

　
令
和
３
年
第
１
回
定
例
会
が
３
月
１
日
か
ら
１６
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。専

決
処
分
の
承
認
案
件
１
件
、令
和
３
年
度
の
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
、５
つ
の

特
別
会
計
予
算
、補
正
予
算
、副
町
長
の
選
任
な
ど
２５
議
案
が
上
程
さ
れ
、い
ず

れ
も
原
案
通
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、議
員
発
議
に
よ
る
議
会
傍
聴

規
則
の
一
部
改
正
な
ど
２
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

賛成8 反対1 認定

18歳までの医療費無料化18歳までの医療費無料化 将来を見据えた施策将来を見据えた施策 令和3年
度

一般会計
予 算

令和３年度に行う主な事業

一般会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

公共下水道事業特別会計

９７億１５２６万円

２億４７０６万円

１０億 ８９６万円

９億 １２１万円

（２億６２７１万円減額）

（６５万円追加）

（９３４万円追加）

（５７４７万円追加）

● 生活道路安全対策・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６３２万円

● 社会教育センタ－の改修・・・・・・・・・・１億２５８３万円

● とよやまタウンバス運行事業・・・・・・・・・・３８７７万円

● 防災・減災対策・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７５５万円

● 総合的な治水対策を推進・・・・・・・・・２億７１４６万円

● 下水道の普及・整備・・・・・・・・・・・・・・・３億 ７２９万円

● 賑わいを創出するための調査・・・・・・・・・2683万円

（志水地区に交差点ハンプおよび狭さくを設置）

（ホ－ルやトイレなどの改修工事）

（バス車両１台分の更新費を含む）

（風水害や地震などのハザ－ドマップを作成）

（久田良木川排水機場のポンプ施設増強工事）

（金剛・城屋敷・新栄地区を中心に工事を実施）

（愛知県防災拠点の整備に合わせて施設の調査）

令和２年度補正予算 会計名

国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険
介護サ－ビス事業
公共下水道事業

１３億５０１３万円
２億５６５３万円
１０億 ４２８万円

３９4万円
６億６６０１万円

予算額

特別会計
予算状況

◎万円で端数調整をおこなっています。

予算額 71億1700万円

歳入歳出
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キ
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審
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一
般
質
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▼
施
政
方
針

 

町
長
選
挙
の
公
約
、
予
算
編
成
は　
　

  
　

 

鈴
木
町
長
は
選
挙
で
新
し
い
豊
山

を
つ
く
る
６
つ
の
約
束
を
さ
れ
た
。
こ

の
公
約
実
現
に
向
け
、
ど
の
よ
う
な
考

え
で
予
算
を
編
成
し
た
の
か
。

　

 

町
長
と
し
て
初
め
て
編
成
す
る
令
和

３
年
度
の
当
初
予
算
は
、
税
収
が
２
億

円
も
減
少
と
な
る
中
、
大
変
厳
し
い
も

の
で
あ
っ
た
が
「
一
人
ひ
と
り
が
大
切

に
さ
れ
る
」
と
い
う
理
念
の
も
と
、
事

業
の
実
施
効
果
を
十
分
に
検
証
し
な
が

ら
適
正
配
分
に
努
め
た
。

 

新
規
の
子
育
て
支
援
・
福
祉
の
目
的
は   

　

 

コ
ロ
ナ
禍
で
事
業
の
廃
止
や
見
直
し

を
す
る
自
治
体
が
多
い
中
、
子
育
て
支

援
や
福
祉
で
新
規
事
業
を
展
開
し
て
い

く
理
由
は
。

　

 

だ
れ
一
人
取
り
残
す
こ
と
の
な
い

「
住
み
た
い
ま
ち
、
住
み
続
け
た
い
ま

ち
」
に
向
け
公
的
支
援
を
講
ず
る
こ
と

に
よ
り
、
自
立
し
た
社
会
生
活
を
送
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
各
種
福
祉
施
策

を
考
え
た
。

 

防
災
拠
点
の
「
新
た
な
賑
わ
い
」
と
は　

　

 

新
た
な
賑
わ
い
を
創
出
す
る
場
と

は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
を
考
え
て
い
る

の
か
。

　

 

県
が
青
山
地
区
で
整
備
計
画
を
進

め
て
い
る
防
災
拠
点
は
、
平
時
に
は
公

園
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
し
て
活
用
す
る

予
定
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
施
設
を
利
用

さ
れ
る
方
の
た
め
に
、
飲
食
や
買
い
物

が
で
き
る
施
設
も
新
た
に
整
備
し
、
広

域
交
流
拠
点
と
な
る
よ
う
に
検
討
し
て

い
く
。

▼
条
例
の
制
定
・
一
部
改
正

 

自
転
車
損
害
賠
償
保
険
の
加
入
義
務
化  

　

 

自
転
車
損
害
賠
償
保
険
の
加
入
が

義
務
化
さ
れ
る
が
周
知
方
法
は
。

　
 

県
、
他
市
町
村
と
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
も
の
で
あ

り
、
本
町
と
し
て

は
、
町
広
報
誌
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ほ
か
、
啓
発
チ
ラ

シ
な
ど
で
周
知
し

て
い
く
。

 

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
整
備　
　
　
　

  

　

 

必
要
な
体
制
整
備
と
は
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
す
る
の
か
。

　

 

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
従
う
基
準

と
し
て
、
利
用
者
の
人
権
擁
護
、
虐
待

防
止
の
観
点
か
ら
、
そ
の
発
生
を
防
止

す
る
た
め
の
措
置
を
と
り
、
事
業
所
は

そ
の
担
当
者
を
定
め
る
。

▼
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

 

ス
カ
イ
プ
ー
ル
改
修
工
事　
　
　
　
　

  

　

 

ス
カ
イ
プ
ー
ル
が
全
面
改
修
か
ら
部

分
改
修
に
変
更
と
な
っ
た
理
由
は
。

　

 

費
用
の
削
減
を
図
る
た
め
、
見
直
し

を
行
い
、
快
適
性
よ
り
も
利
用
者
の
安

全
性
を
優
先
し
部
分
改
修
と
し
た
。

▼
令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算

 

税
収
減
少
、
国
や
県
の
補
助
を
活
用　

  

　

 

税
収
が
減
少
し
、
厳
し
い
状
況
だ

が
、財
政
運
営
上
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

　

 

税
収
が
約
２
億
円
減
少
し
た
こ
と

は
、
本
町
の
財
政
規
模
か
ら
す
る
と
大

変
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
平
成
17
年
の

名
古
屋
空
港
機
能
変
更
時
に
次
ぐ
も
の

で
、
今
後
も
歳
入
の
大
幅
な
増
加
は
期

待
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
、
来
年
度
以

降
も
非
常
に
厳
し
い
予
算
編
成
に
な
る

と
考
え
て
い
る
。
引
き
続
き
国
や
県
の

補
助
制
度
を
最
大
限
活
用
す
る
と
と
も

に
、
事
業
の
見
直
し
や
廃
止
を
し
な
が

ら
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
予
算
編
成
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

 

子
ど
も
も
参
加
、
町
制
50
周
年
事
業　

  

　

 

子
ど
も
た
ち
が
関
わ
れ
る
企
画
も
必

要
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
サ
ポ
ー
タ
ー

や
推
進
委
員
会
の
役
割
は
何
か
。

　

 

町
の
未
来
を
支
え
て
い
く
子
ど
も
た

ち
が
参
加
で
き
る
事
業
も
検
討
す
る
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
と
共
に
50
周
年
事
業
の
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
や
運
営
を
、
推
進
委
員
会
は
そ
の

企
画
さ
れ
た
記
念
事
業
に
つ
い
て
審
議

し
、
町
長
に
助
言
を
し
て
い
た
だ
く
。

 

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理　
　

  

　

 

指
定
管
理
者
制
度
導
入
の
意
義
は
。

ど
の
よ
う
な
成
果
を
求
め
て
い
く
の
か
。

　

 

民
間
事
業
者
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
経
費
の
縮
減
や
多
様

化
す
る
町
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
、

き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
期

待
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
地
域

の
状
況
や
利
用
者
の
特
性
を
熟
知
し
て

い
る
社
会
福
祉
協
議
会
を
指
定
管
理
者

と
す
る
こ
と
で
、
よ
り
質
の
高
い
効
率

的
な
サ
ー
ビ
ス
を
期
待
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

QAQAQ

AQAQA

QAQA

QAQA

スカイプール
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障
が
い
者
ガ
ソ
リ
ン
料
金
助
成
追
加　

  

　
 

新
た
な
事
業
の
障
害
者
交
通
料
金

助
成
の
概
要
は
。

　

 
タ
ク
シ
ー
料
金
の
助
成
に
加
え
、
ガ

ソ
リ
ン
料
金
の
助
成
を
選
択
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
制
度
を
見
直
し
、
日

常
生
活
に
お
け
る
利
便
性
の
向
上
を
図

る
。

　

周
知
方
法
と
し
て
は
、
４
月
号
広
報

に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
対
象
者
に
は
、

３
月
中
に
個
別
で
お
知
ら
せ
す
る
。

 

二
次
救
急
の
運
営
負
担
金
増
額　
　
　

  

　

 

二
次
救
急
の
整
備
負
担
金
減
額
と

運
営
負
担
金
増
額
の
要
因
は
。

　

 

整
備
負
担
金
は
、二
次
救
急
の
済
衆

館
病
院
、
は
る
ひ
呼
吸
器
病
院
が
購
入

す
る
機
器
の
費
用
が
減
少
し
た
こ
と
に

よ
る
。
運
営
負
担
金
は
、
は
る
ひ
呼
吸

器
病
院
の
病
床
数
が
増
加
し
た
こ
と
に

よ
り
、町
の
負
担
金
も
増
額
と
な
っ
た
。

 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行　
　
　
　

   

　

 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
は
、
他
市
町

村
で
様
々
な
方
法
で
実
施
さ
れ
た
。
豊

山
町
で
の
実
施
予
定
の
内
容
は
。

　

 

利
用
者
、
取
扱
店
舗
と
も
慣
れ
て
い

る
た
め
、
同
じ
内
容
で
行
う
予
定
。
細

部
に
つ
い
て
は
検
証
し
、
期
間
を
延
長

す
る
な
ど
見
直
し
を
す
る
。

 

空
家
解
体
費
補
助
金
交
付　
　
　
　
　

  

　

 

老
朽
化
し
た
空
家
の
解
体
で
交
付

さ
れ
る
補
助
金
に
つ
い
て
説
明
を
。

　

 

１
年
以
上
使
用
さ
れ
て
い
な
い
、
個

人
が
所
有
す
る
も
の
な
ど
、
対
象
と
な

る
要
件
を
満
た
せ
ば
、
補
助
額
の
上
限

20
万
円
ま
で
交
付
さ
れ
る
。

 

子
ど
も
用
マ
ス
ク
、
オ
ム
ツ
の
備
蓄　

      

　

 

子
ど
も
用
マ
ス
ク
、
オ
ム
ツ
や
生
理

用
品
を
備
蓄
す
る
予
定
は
。

　

 

子
ど
も
用
マ
ス
ク
は
保
健
セ
ン
タ
ー

に
１
７
０
０
枚
、
保
育
園
に
２
７
０
０

枚
の
備
蓄
が
あ
る
。
オ
ム
ツ
、
生
理
用

品
に
つ
い
て
は
備
蓄
が
な
い
た
め
、
今

後
、
購
入
を
検
討
す
る
。

 

放
課
後
子
ど
も
教
室
、
３
校
で
実
施　

  

　

 

新
栄
・
志
水
小
学
校
で
も
放
課
後
子

ど
も
教
室
が
開
設
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

経
緯
、
運
営
方
法
、
開
設
時
期
、
保
護

者
へ
の
周
知
方
法
は
。

　

 

第
５
次
総
合
計
画
の
中
で
は
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
な
か
よ
し
会
と
放
課
後

子
ど
も
教
室
の
効
果
的
、
効
率
的
な
運

用
に
よ
る
放
課
後
児
童
の
居
場
所
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
く
と
さ
れ
て
い
る
。

　

放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
運
営
委
員
会

で
は
、
両
事
業
の
在
り
方
に
つ
い
て
研

究
・
検
討
を
進
め
て
お
り
、
新
栄
・
志

水
小
学
校
を
調
査
し
た
結
果
、
令
和
３

年
３
月
か
ら
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

の
中
で
一
人
一
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

導
入
す
る
こ
と
に
伴
い
、
パ
ソ
コ
ン
教

室
が
不
要
と
な
り
、
余
裕
教
室
と
な
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

放
課
後
子
ど
も
教
室
は
３
校
で
の
開

設
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
運
営
の
効
率

化
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
民
間
委

託
と
し
た
。

　
開
設
時
期
は
、豊
山
小
学
校
は
４
月
、

新
栄
・
志
水
小
学
校
は
６
月
を
予
定
し

て
い
る
。
保
護
者
へ
の
周
知
は
、
豊
山

小
学
校
で
は
３
月
に
、
新
栄
・
志
水
小

学
校
で
は
４
月
に
案
内
を
通
知
し
、
説

明
す
る
。

▼
令
和
３
年
度
特
別
会
計
予
算

 

介
護
保
険
の
新
た
な
交
付
金　
　
　
　

  

　

 

保
険
者
機
能
強
化
推
進
交
付
金
、保

険
者
努
力
支
援
交
付
金
と
は
。

　

 

前
者
は
高
齢
者
の
自
立
支
援
・
重
度

化
防
止
に
対
す
る
市
町
村
の
取
組
み
に

対
し
交
付
さ
れ
る
も
の
。
後
者
は
介
護

予
防
・
健
康
づ
く
り
に
対
す
る
市
町
村

の
取
組
み
に
対
し
交
付
さ
れ
る
も
の
。
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る
ひ
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吸
器
病
院

◀志水小学校

▲豊山小学校

▲新栄小学校



審議結果

令和３年度後期高齢者医療特別会計

賛 成

　被保険者の方が安心して医療を受けて頂くために、
豊山町が行う保険料の徴収や各種受付業務などの経
費も、適切に予算化されている。また、後期高齢者医
療広域連合と連携して、安定的に運営するためには、
欠かすことができないものである。

反 対

　令和3年度から世帯主および世帯の被保険者全員
の軽減判定所得の合計額が33万円以下の世帯の均
等割の軽減割合が7.75割から7割となる。こうした所
得の一番低いところでの均等割の負担、保険料が増
えることについて、賛同することができない。

賛成討論　　反対討論VS

岡島政信議員 山本亮介議員

適切に予算化されて
いる

保険料の負担増に反対

専決処分の承認
工事請負変更契約の締結
行政手続等における押印の義務付け廃止に伴う関係条例の整備に関する条例の制定
町長の給料の特例に関する条例の制定
町長の給料の特例に関する条例の制定
部設置条例等の一部改正
自転車の安全利用の促進に関する条例の一部改正
国民健康保険税条例の一部改正
国民健康保険条例の一部改正
介護保険条例の一部改正
指定地域密着型サービス等の事業の人員等に関する基準を定める条例の一部改正

指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための
効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正

指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の一部改正
令和２年度一般会計補正予算（第９号）
令和２年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
令和２年度介護保険特別会計補正予算（第５号）
令和２年度公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）
令和３年度一般会計予算
令和３年度国民健康保険特別会計予算
令和３年度後期高齢者医療特別会計予算
令和３年度介護保険特別会計予算
令和３年度介護サービス事業特別会計予算
令和３年度公共下水道事業特別会計予算
令和２年度一般会計補正予算（第１０号）
議会の会議に関する規則の一部改正
議会傍聴規則の一部改正
副町長（伊井　誠）の選任
固定資産評価員（伊井　誠）の選任

全 員 賛 成 承 認
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決

全 員 賛 成 可 決

全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
賛成８反対１可決
全 員 賛 成 可 決
賛成８反対１可決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 同 意
全 員 賛 成 同 意

議　案 審議結果

３月８日（月）６人が質問に立った。
一問一答方式で、制限時間は答弁を含み１人６０分。

　一般質問とは、町が行っている事業や計画について議員が住民に
代わって質問したり要望を伝えたり、今後の町のあり方について議
論、提言することである。

◎全文記録（議事録）は、６月上旬に町ホームページに掲載しますのでご覧ください。

1 山 本 亮 介 P.10
●町民討議会議の意義、成果、発展について
●学校給食の異物混入と学校給食センターの対応について

2 坪 井 孝 仁 P.11
●新型コロナウイルス感染症ワクチン接種の体制づくりについて
●特別養護老人ホーム・障がい者グループホームの設置について

3 作 野 桂 子
●保育園給食の充実
●学校における多様性の尊重
　（校則の見直し・通学時の荷物軽減）

P.12

4 柴 田 賢 一
●公共施設（さざんか）の維持管理
●給食運搬の危機管理

P.13

5 岡 島 　 剛
●デジタル化について
●地域猫について

P.14

6 大 口 司 郎 ●町長の今後の施政について P.15

あなたの想い、議会へ

一般質問

ラインナ
ップ

議長は採決には加わりません

とよやま議会だよりNO.1５6　令和3年5月１日とよやま議会だよりNO.1５6　令和3年5月１日9 8
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つ ぼ  い  た か ひ と  

坪井孝仁 議員
TSUBOI Takahito

Q.ワクチン接種のスケジュールは

A.高齢者、個別接種で5月から

Q.
給
食
の
異
物
混
入
は

A.
フ
ー
ド
ス
ラ
イ
サ
ー
の
ベ
ル
ト

Q.
障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
設
置
は

A.
開
設
や
誘
致
を
検
討

や ま も と りょう す け

山本亮介 議員
YAMAMOTO Ryosuke

Q.今後の町民討議会議は

A.より参加、議論しやすいものに

11 とよやま議会だよりNO.1５6　令和3年5月１日 とよやま議会だよりNO.1５6　令和3年5月１日 10
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町
民
討
議
会
議
は
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
に
対
す
る
意
識
向
上
の

機
会
と
す
る
こ
と
や
、
町
政
に
対

し
て
従
来
サ
イ
レ
ン
ト
マ
ジ
ョ
リ

テ
ィ
で
あ
っ
た
多
様
な
町
民
の
意

見
を
反
映
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
２
０
１
１
年
か
ら
10
年
間
、

開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
　

無
作
為
抽
出
に
よ
る
参
加
者

と
熟
議
の
反
復
を
10
年
続

け
、
町
民
の
ま
ち
づ
く
り
の
参
加

意
識
と
行
動
に
結
び
つ
け
て
い
る

自
治
体
は
全
国
的
に
見
て
も
珍
し

い
。
10
年
間
積
み
重
ね
て
き
た
町

民
討
議
会
議
の
意
義
は
。
ま
た
、

そ
こ
で
出
さ
れ
た
意
見
を
ど
の
よ

う
な
形
で
町
政
に
反
映
し
て
き
た

か
。

　
　

総
務
部
長

延
べ
２
万
人
の
方
に
参
加
の

ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
、
４
０
５
人
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
い
た
こ
と
は
、
大
変
意
義
が

あ
る
。
ま
た
、
参
加
者
の
中
か
ら

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
と

し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
豊
山
町
ま

ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
」
が
生
ま

れ
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
は
、
町
に

と
っ
て
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で

あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
討
議
会
議
で
い
た

だ
い
た
意
見
の
反
映
の
例
と
し

て
、コ
ン
ビ
ニ
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
、

暮
ら
し
の
便
利
帳
外
国
語
版
の
作

成
、
航
空
館
ｂ
ｏ
ｏ
ｎ
の
魅
力
向

上
と
し
て
「
子
ど
も
向
け
の
な
り

き
り
撮
影
ポ
イ
ン
ト
」
の
設
置
な

ど
が
あ
る
。

　
　

10
年
か
け
て
定
着
し
た
町
民

討
議
会
議
を
今
後
ど
の
よ
う

に
発
展
さ
せ
よ
う
と
考
え
て
い
る

か
。

　
　

総
務
部
長

こ
れ
ま
で
ご
参
加
さ
れ
た
方

の
中
か
ら
「
い
ろ
い
ろ
な
世
代
の

方
と
話
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」「
視

野
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
」

「
テ
ー
マ
を
絞
り
深
く
討
議
し
た

ら
、
良
い
提
案
が
出
る
と
思
う
」

「
30
代
、
40
代
の
参
加
が
少
な
い
」

な
ど
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

こ
う
し
た
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
よ

り
参
加
、
議
論
し
や
す
い
町
民
討

議
会
議
を
目
指
し
て
い
く
。

　
　

２
月
２
日
、
新
栄
小
学
校
の

給
食
で
の
異
物
混
入
の
経
緯

に
つ
い
て
、
改
め
て
説
明
を
。

　
　

教
育
委
員
会
事
務
局
長

煮
物
に
数
ミ
リ
程
の
ゴ
ム
樹

脂
が
混
入
し
た
。
原
因
を
調
査
し

た
と
こ
ろ
、給
食
セ
ン
タ
ー
の
フ
ー

ド
ス
ラ
イ
サ
ー
に
装
着
し
て
い
る

ベ
ル
ト
の
樹
脂
で
あ
る
と
判
明
し

た
。
フ
ー
ド
ス
ラ
イ
サ
ー
内
の
ベ

ル
ト
に
野
菜
の
切
り
く
ず
が
絡
み
、

ベ
ル
ト
の
表
面
が
こ
す
れ
混
入
し

た
。

　
　

２
月
の
異
物
混
入
に
つ
い
て

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
が
さ
れ
て

い
な
い
理
由
は
。

　
　

教
育
委
員
会
事
務
局
長

調
査
の
初
期
段
階
で
異
物
に

よ
っ
て
健
康
被
害
が
生
じ
る
恐
れ

が
な
い
も
の
と
判
断
し
た
。
保
護

者
、町
議
会
議
員
に
即
日
連
絡
し
、

公
に
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
報
道

発
表
ま
で
の
必
要
性
は
な
い
と
判

断
し
た
。

　
　

教
育
長
は
一
連
の
異
物
混

入
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
対
応

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

　
　

教
育
長

学
校
給
食
は
、
児
童
生
徒
の

心
身
の
健
全
な
発
達
に
資
す
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
拠
点
と
な
る
給

食
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
大
き
い
も

の
と
考
え
て
い
る
。
今
回
の
よ
う

な
異
物
混
入
は
決
し
て
起
き
て
は

な
ら
な
い
事
案
で
あ
る
。
改
め
て

こ
れ
ま
で
以
上
に
き
め
細
か
く
注

意
を
し
、
安
全
で
安
心
な
お
い
し

い
給
食
を
児
童
生
徒
に
提
供
で
き

る
よ
う
全
力
で
努
め
て
い
く
。

QA

QA

QAQA

QA

▲安心安全な
給食を



つ ぼ  い  た か ひ と  

坪井孝仁 議員
TSUBOI Takahito

Q.ワクチン接種のスケジュールは

A.高齢者、個別接種で5月から

Q.
給
食
の
異
物
混
入
は

A.
フ
ー
ド
ス
ラ
イ
サ
ー
の
ベ
ル
ト

Q.
障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
設
置
は

A.
開
設
や
誘
致
を
検
討

や ま も と りょう す け

山本亮介 議員
YAMAMOTO Ryosuke

Q.今後の町民討議会議は

A.より参加、議論しやすいものに
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
ワ
ク
チ
ン
が
何
種
類
も
で
き
、

世
界
中
の
人
々
へ
の
接
種
が
始
ま

っ
て
い
る
。
日
本
で
は
、
フ
ァ
イ

ザ
ー
社
の
ワ
ク
チ
ン
が
２
月
14
日

に
正
式
に
承
認
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

２
月
17
日
か
ら
安
全
性
確
認
を
目

的
に
同
意
を
得
た
医
療
関
係
者
へ

の
先
行
接
種
が
始
ま
っ
た
。
様
々

な
情
報
が
飛
び
交
う
な
か
で
、
こ

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
務
を
担
う
の

は
各
自
治
体
と
さ
れ
て
お
り
、
豊

山
町
で
は「
い
つ
」「
ど
こ
で
」「
ど

う
や
っ
て
」
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
行

わ
れ
る
の
か
、
住
民
の
皆
様
の
関

心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
　

住
民
の
皆
様
に
は
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
つ
い
て
し
っ
か
り

と
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
対
象
者

へ
接
種
券
や
案
内
を
確
実
に
届
け

る
必
要
が
あ
る
。
周
知
や
配
付
方

法
、
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希

望
す
る
と
き
な
ど
、
ど
う
す
れ
ば

よ
い
の
か
。
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　

生
活
福
祉
部
長

現
段
階
で
は
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
案
内
と
し
て
、
広
報
と
よ
や

ま
や
Ｈ
Ｐ
に
よ
り
随
時
更
新
を
行

い
、
周
知
し
て
い
る
。
相
談
窓
口

は
、
本
日
（
３
月
８
日
）
か
ら
開

設
し
て
い
る
。
ま
た
、
接
種
券
の

配
布
は
郵
送
に
よ
り
行
い
、
予
約

な
ど
に
係
る
案
内
文
を
同
封
す
る

予
定
で
あ
る
。
接
種
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
町
に
設
置
す
る
予
約
専

用
ダ
イ
ヤ
ル
に
て
予
約
を
し
て
い

た
だ
く
予
定
で
あ
る
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
４
月

下
旬
に
65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
対

し
、
接
種
券
を
発
送
し
、
５
月
か

ら
個
別
接
種
に
て
開
始
す
る
予
定

で
あ
る
。
そ
の
後
は
、
国
の
指
針

に
従
い
基
礎
疾
患
を
有
す
る
65
歳

未
満
の
方
、
高
齢
者
施
設
な
ど
の

従
事
者
、
60
～
64
歳
の
方
、
そ
れ

以
外
の
方
の
順
に
接
種
を
実
施
す

る
予
定
で
あ
る
。

　

少
子
高
齢
化
は
軽
視
で
き
る
よ

う
な
問
題
で
は
な
い
。
町
長
の
公

約
に
あ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

（
以
下
特
養
）・
障
が
い
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
設
置
は
少
子
高
齢
化

問
題
、
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
の
観

点
か
ら
も
重
要
な
施
策
で
あ
る
。

　
　

西
春
日
井
福
祉
会
で
６
番
目

と
な
る
特
養
の
建
設
が
始
ま

っ
た
。
町
と
し
て
、
待
機
者
数
も

踏
ま
え
た
上
で
圏
域
内
で
の
７
番

目
の
特
養
に
つ
い
て
見
解
を
聞
く
。

　
　

町
長

第
６
特
養
が
開
設
さ
れ
た
場

合
で
も
待
機
者
数
は
約
３
０
０
人

と
見
込
ま
れ
て
い
る
。高
齢
者
の
増

加
を
は
じ
め
、入
所
待
機
者
数
の
解

消
の
対
応
策
と
し
て
、町
民
に
と
っ

て
身
近
な
場
所
と
な
る
町
内
に
特

養
の
設
置
は
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。事
業
の
推
進
は
関
係
団
体

と
調
整
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　
　

障
が
い
者
の
方
た
ち
が
安
心

し
て
こ
の
町
で
暮
ら
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
は
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
設
置
も
重
要
。
令
和
３
年
６

月
に
西
春
日
井
福
祉
会
が
圏
域
で

初
の
、
日
中
サ
ー
ビ
ス
支
援
型
の

障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
こ

だ
ち
」
を
開
所
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
る
。障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
設
置
に
つ
い
て
見
解
を
聞
く
。

　
　

町
長

少
子
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、

障
が
い
の
あ
る
方
を
介
護
す
る
親

の
高
齢
化
や
親
亡
き
後
の
子
ど
も

の
暮
ら
し
に
対
す
る
不
安
は
、年
々

高
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、町

と
し
て
は
障
が
い
の
あ
る
方
が
、親

亡
き
後
も
今
ま
で
と
同
じ
よ
う
に

生
活
で
き
る
よ
う
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
だ
け
で
な
く
、障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
の
町
内
へ
の
開
設
や

事
業
所
の
誘
致
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

QA

QA

QA

新型コロナワクチン接種に
関する総合窓口

受付時間

電話番号

平　日　  ９時～１７時
土曜日　１２時～１６時
※日曜日・祝日は受付して
　おりません。

０５６８－３９－６１６６
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搬
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他
市
町
の
保
育
園
給
食
の
献
立

を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
ご
飯
と
主

菜
、
汁
物
の
３
品
目
が
中
心
で
あ

り
、
豊
山
町
は
品
目
が
少
な
い
印

象
を
持
っ
た
。
特
に
、
幼
児
に
と

っ
て
給
食
は
栄
養
を
と
る
だ
け
で

な
く
、
周
り
の
人
と
会
話
を
楽
し

む
こ
と
や
季
節
を
感
じ
る
こ
と
、

食
べ
物
に
感
謝
す
る
気
持
ち
を
も

つ
こ
と
な
ど
、
心
の
豊
か
さ
を
育

む
大
切
な
時
間
と
な
る
。

　
　

栄
養
価
だ
け
で
な
く
、
視
覚

に
も
考
慮
し
た
献
立
内
容
の

見
直
し
や
品
数
を
増
や
す
な
ど
の

取
組
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

生
活
福
祉
部
長

献
立
内
容
の
見
直
し
や
品
数

を
増
や
す
な
ど
、
園
児
が
喜
ぶ
、

よ
り
充
実
し
た
給
食
の
提
供
に
努

め
る
。

　

文
科
省
は
、
右
記
の
よ
う
に
、

校
則
や
生
徒
指
導
の
理
論
や
実
際

の
指
導
方
法
な
ど
に
つ
い
て
時
代

の
変
化
に
即
し
て
ま
と
め
て
い
る
。

　
「
豊
山
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
書
」
基
本
目
標
３
に
は

「
す
べ
て
の
子
ど
も
の
基
本
的
人

権
が
尊
重
さ
れ
る
環
境
づ
く
り
を

整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
・
学

校
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、
子

ど
も
自
ら
の
力
を
培
い
、
伸
ば
し
、

支
え
て
い
く
環
境
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。」
と
明
記
し
て
い
る
。

　

子
ど
も
達
は
、
あ
ら
ゆ
る
場
面

で
「
権
利
の
主
体
」
と
し
て
尊
重

さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　
　

現
在
の
校
則
や
規
則
に
は
、

子
ど
も
達
に
説
明
が
で
き
な

い
も
の
が
あ
る
。
靴
や
靴
下
が
白

一
色
指
定
の
理
由
は
。
ツ
ー
ブ
ロ

ッ
ク
や
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
が
禁
止
さ

れ
て
い
る
理
由
は
。

　
　

教
育
委
員
会
事
務
局
長

生
徒
が
心
身
の
発
達
過
程
に

あ
る
こ
と
や
学
校
に
お
い
て
は
、

一
定
の
決
ま
り
が
必
要
で
あ
る
と

い
う
考
え
方
に
よ
る
。
髪
型
は
身

だ
し
な
み
の
指
導
と
い
う
観
点
。

　
　

全
教
職
員
が
統
一
の
認
識
を

も
っ
て
指
導
を
し
て
い
る
か
。

　
　

教
育
委
員
会
事
務
局
長

職
員
会
議
な
ど
で
確
認
し
、

共
通
認
識
を
も
ち
指
導
し
て
い

る
。

　
　
文
科
省
は
、右
記
の
よ
う
に
、

荷
物
に
つ
い
て
通
知
し
て
い

る
。
現
在
も
、
荷
物
は
10
キ
ロ
を

超
え
る
こ
と
が
あ
る
。
生
徒
の
身

体
を
守
る
た
め
、再
度
見
直
し
を
。

　
　

教
育
委
員
会
事
務
局
長

持
ち
帰
る
必
要
の
な
い
教
科

書
な
ど
は
学
校
に
置
い
て
良
い
と

指
導
し
て
い
る
。
生
徒
が
自
ら
判

断
し
て
自
主
的
に
持
ち
帰
る
も
の

を
選
ん
で
い
る
。

QA

QAQA

QA

▲たのしい給食の時間

▲いまだに重い荷物

文科省 2010年作成  (一部抜粋)
・校則の根拠法令
　社会通念上、合理的と認められる範囲
で、校長は校則などにより児童生徒を
規律する包括的な権能を持つ
・校則の見直し
　社会の常識、時代の進展などを踏ま
えたものになっているか、絶えず積
極的に見直さなければなりません

【生徒指導提要】

文科省 2018年通知 (一部抜粋)
・教科書やその他教材、学用品や体育用品等が過
重になることで、身体の健やかな発達に影響が
生じかねないこと等の懸念や保護者等からの配
慮を求める声が寄せられている
・児童生徒の携行品の重さや量について改めて御
検討の上、必要に応じ適切な配慮を講じていた
だきますようお願いします

【児童生徒の携行品に係る配慮について】
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総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
北
館
さ
ざ

ん
か
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
問

う
。

　
　

さ
ざ
ん
か
の
設
計
コ
ン
セ
プ

ト
は
、ど
う
い
っ
た
も
の
か
。

　
　

生
活
福
祉
部
長

「
周
辺
環
境
に
や
さ
し
い
施

設
」「
誰
も
が
気
軽
に
集
ま
り
触
れ

合
う
施
設
」「
施
設
の
共
有
化
に
よ

る
有
効
利
用
」「
子
供
た
ち
に
楽
し

い
施
設
」「
省
エ
ネ
に
配
慮
し
、
維

持
管
理
の
容
易
な
施
設
」
の
５
つ

を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
い
る
。

　
　

太
陽
光
発
電
の
稼
働
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

生
活
福
祉
部
長

現
在
、
配
線
の
一
部
に
不
良

箇
所
が
あ
る
こ
と
や
太
陽
光
パ
ネ

ル
の
経
年
劣
化
に
よ
る
発
電
量
の

低
下
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　
　

現
在
、
屋
上
緑
化
は
機
能
し

て
い
な
い
が
ど
う
す
る
の
か
。

　
　

生
活
福
祉
部
長

今
後
は
、
施
設
の
長
寿
命
化

計
画
に
基
づ
く
屋
上
防
水
工
事
を

実
施
す
る
際
、
設
備
の
撤
去
を
含

め
て
、
屋
上
緑
化
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　

指
定
管
理
者
と
町
の
業
務
区

分
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

生
活
福
祉
部
長

通
常
発
生
す
る
維
持
管
理
に

つ
い
て
は
指
定
管
理
者
が
行
い
、

30
万
円
以
上
の
修
繕
な
ど
に
つ
い

て
は
町
が
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　

定
期
点
検
な
ど
は
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

生
活
福
祉
部
長

消
防
設
備
を
は
じ
め
、
空
調

設
備
や
電
気
設
備
な
ど
の
定
期
点

検
は
、
指
定
管
理
者
が
関
係
事
業

者
と
委
託
契
約
を
締
結
し
、
実
施

し
て
い
る
。

　
　

本
町
で
は
、
３
小
学
校
と
１

中
学
校
の
計
４
校
へ
配
食
し

て
い
る
が
、
何
台
の
給
食
運
搬
車

で
運
営
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

そ
の
車
両
は
町
所
有
か
リ
ー
ス

か
。

　
　

教
育
委
員
会
事
務
局
長

４
小
中
学
校
に
配
送
を
し
て

い
る
ト
ラ
ッ
ク
は
１
台
で
あ
る
。

こ
の
配
送
ト
ラ
ッ
ク
は
町
所
有
で

あ
り
、
平
成
25
年
に
購
入
し
、
旧

給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
引
き
続
き
使

用
を
し
て
い
る
。

　
　

故
障
時
、
事
故
時
ま
た
は
車

検
時
の
代
替
車
両
も
し
く
は

代
替
措
置
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な

方
策
を
準
備
し
て
い
る
の
か
。

　
　

教
育
委
員
会
事
務
局
長

代
替
え
措
置
に
つ
い
て
は
、

調
理
委
託
業
者
ま
た
は
配
送
委
託

業
者
に
協
力
依
頼
す
る
こ
と
を
想

定
し
て
い
る
。
ま
た
、
法
定
点
検

や
車
検
に
つ
い
て
は
、
給
食
セ
ン

タ
ー
が
稼
働
し
て
い
な
い
期
間
や

時
間
帯
を
考
慮
し
実
施
し
て
い

る
。

　
　

給
食
運
搬
車
を
１
台
増
車
す

る
考
え
は
な
い
か
。

　
　

教
育
委
員
会
事
務
局
長

調
理
委
託
業
者
ま
た
は
配
送

委
託
業
者
に
協
力
依
頼
す
る
こ
と

を
想
定
し
て
い
る
の
で
考
え
て
い

な
い
。

QAQA

QAQAQA

QA

QAQA

▲どうする屋上緑化

▲毎日給食をありがとう
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本
年
９
月
に
デ
ジ
タ
ル
庁
の
創

設
が
予
定
さ
れ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
促
進
に
つ
い
て
、

関
連
業
務
が
総
務
省
か
ら
移
管
さ

れ
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は

最
高
位
の
身
分
証
明
書
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
に
は
欠
か
せ
な

く
な
る
。

　
　

豊
山
町
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
普
及
率
は
。

　
　

生
活
福
祉
部
長

令
和
３
年
２
月
末
時
点
で

20
・
６
％
で
あ
る
。

　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
受
け

ら
れ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
利
点
は
。

　
　

総
務
部
長

転
入
転
出
の
手
続
き
や
個
人

町
民
税
の
申
告
な
ど
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
提
示
が
必
要
な
場
面
で
利

用
で
き
る
。
各
種
行
政
手
続
き
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
請
で
き
る
。
金

融
機
関
の
口
座
開
設
時
な
ど
本
人

確
認
の
身
分
証
明
と
し
て
利
用
で

き
る
。

　
　

今
後
の
普
及
促
進
を
、
ど
の

よ
う
に
進
め
る
の
か
。

　
　

生
活
福
祉
部
長

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付
申
請
は
、
郵
送
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
、
証
明
写
真
機

か
ら
で
き
る
。
こ
の
う
ち
、
郵
送

と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
申
請

に
お
い
て
書
き
方
や
操
作
手
順
の

分
か
ら
な
い
方
に
、
交
付
申
請
の

支
援
を
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
使
用
し
て
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ

な
ど
で
住
民
票
の
写
し
な
ど
が
取

得
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
付
加
価
値
を

上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
取
得
促

進
に
繋
が
る
と
考
え
て
い
る
。　

　

愛
知
県
の
所
有
者
の
い
な
い
猫

の
適
正
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、

地
域
猫
活
動
と
は
ノ
ラ
猫
を
適
切

に
飼
養
・
管
理
す
る
た
め
に
地
域

住
民
の
理
解
と
協
力
の
も
と
共
同

飼
養
す
る
活
動
と
な
っ
て
い
る
。

所
有
者
の
い
な
い
猫
に
不
妊
去
勢

手
術
を
行
い
、
今
以
上
に
数
が
増

え
な
い
よ
う
管
理
し
、
餌
や
り
や

フ
ン
の
始
末
を
適
切
に
行
う
地
域

猫
活
動
が
あ
る
。

　
　

地
域
猫
活
動
の
取
り
組
み
を

行
う
予
定
は
あ
る
か
。

　
　

生
活
福
祉
部
長

町
と
し
て
、
住
民
主
体
に
よ

る
地
域
猫
活
動
は
歓
迎
す
る
。

　
　

他
市
町
で
は
猫
の
不
妊
去
勢

手
術
に
補
助
金
を
出
し
て
い

る
。
本
町
も
出
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

生
活
福
祉
部
長

他
市
町
は
、
地
域
猫
活
動
を

し
て
い
る
地
域
や
団
体
を
対
象
に

補
助
を
し
て
い
る
。
町
と
し
て
は
、

地
域
猫
活
動
の
取
り
組
み
が
進
む

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
　

公
益
財
団
法
人
ど
う
ぶ
つ
基

金
の
さ
く
ら
猫
不
妊
無
料
手

術
事
業
に
参
加
し
て
は
。

　
　

生
活
福
祉
部
長

さ
く
ら
猫
不
妊
無
料
手
術
事

業
は
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
対

し
、
不
妊
去
勢
手
術
を
行
い
、
そ

の
印
と
し
て
耳
先
を
さ
く
ら
の
花

び
ら
の
よ
う
に
Ｖ
字
カ
ッ
ト
を
し

元
の
場
所
に
戻
す
、
地
域
猫
活
動

の
支
援
を
目
的
と
し
て
行
っ
て
い

る
。
登
録
は

地
域
猫
活
動

の
活
動
状
況

を
踏
ま
え
な

が
ら
調
査
、

研
究
し
て
い

く
。

QAQA

QA

QAQA

QA
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町
長
就
任
か
ら
、
は
や
４
ヶ
月

が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
現
在
、

令
和
３
年
度
予
算
編
成
が
終
わ

り
、
議
会
へ
の
議
決
審
議
に
入
っ

て
い
る
今
、
町
長
の
責
務
も
一
段

落
の
事
と
思
う
。

　

そ
こ
で
、
住
民
の
皆
様
の
言
葉

や
私
自
身
の
経
験
に
基
づ
き
、
選

挙
時
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
も
加
味
し

な
が
ら
、
町
長
自
身
の
考
え
方
、

想
い
を
尋
ね
る
。

　
　

中
学
校
移
転
建
設
に
つ
い

て
、
中
学
校
施
設
整
備
基
本

構
想
会
議
（
仮
称
）
で
の
議
論
は

こ
れ
か
ら
行
わ
れ
る
と
思
う
が
、

給
食
セ
ン
タ
ー
の
跡
地
を
含
め
、

移
転
後
の
跡
地
利
用
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

　
　

町
長

給
食
セ
ン
タ
ー
の
跡
地
は
、

私
自
身
と
し
て
は
、敷
地
の
条
件
、

近
隣
の
環
境
、
諸
条
件
を
踏
ま
え

た
う
え
で
、
当
然
公
的
活
用
や
売

却
も
視
野
に
入
れ
て
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

中
学
校
を
移
転
し
て
新
築
し
た

い
と
い
う
の
は
、
私
の
考
え
で
あ

る
。
新
し
く
設
置
す
る
構
想
会
議

で
の
意
見
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

最
終
的
な
方
向
は
決
定
さ
れ
る
と

思
っ
て
い
る
。

　

も
し
移
転
す
る
こ
と
に
な
っ
た

場
合
は
、
構
想
会
議
で
色
々
な
案

を
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、

現
在
、
北
名
古
屋
市
内
に
建

設
中
で
、
令
和
４
年
竣
工
予
定
と

聞
い
て
い
る
。
町
長
は
12
月
議
会

の
就
任
あ
い
さ
つ
で
、
豊
山
町
内

に
建
設
と
明
言
を
さ
れ
た
。
感
覚

的
な
確
証
が
あ
る
の
か
、
事
務
レ

ベ
ル
を
含
む
時
系
列
を
踏
ま
え
た

計
画
、
型
を
持
っ
た
上
で
の
発
言

か
。

　
　

町
長

今
、
６
番
目
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
を
建
設
し
て
、
来
年
の

６
月
ぐ
ら
い
に
は
竣
工
の
予
定
と

い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
な
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
ま
だ
待
機
さ
れ
て
い

る
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い

う
事
実
が
あ
る
。
今
、
特
養
が
な

い
の
は
豊
山
町
だ
け
で
あ
る
。
そ

う
い
っ
た
観
点
か
ら
、
次
の
７
番

目
の
建
設
に
向
け
て
は
、
豊
山
町

に
誘
致
で
き
る
と
私
自
身
は
思
っ

て
い
る
。
ま
た
、
関
係
市
町
、
あ

る
い
は
設
立
予
定
者
の
西
春
日
井

福
祉
会
と
話
を
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
一
層
そ
の
調
整
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

町
長
は
現
在
、
名
古
屋
市
に

住
ん
で
い
る
。
住
民
の
方
々

よ
り
住
所
地
の
豊
山
町
変
更
は
い

つ
さ
れ
る
の
か
と
尋
ね
ら
れ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
考
え
が
あ
る
の
か
。

　
　

町
長

ご
心
配
を
お
か
け
し
て
い
る

か
と
思
う
が
、
現
時
点
で
は
私
自

身
の
住
居
に
つ
い
て
は
変
え
る
予

定
は
な
い
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。

QA

QA

QA
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P６・７

P9～１5
P 16

将来を見据えた施策
質疑あれこれ
６人が一般質問
翔びたて豊山っ子！

P2・3令和３年度予算 キラメキ事業
おいしかったよ （関連記事P16）

町議会　をクリック　　

町のホームページから
会議録がご覧いただけます

https://www.town.toyoyama.lg.jp/

広報編集委員
議員はお祭りへの寄付や町

内会への催しものへ差し入れ
することを禁止されています。
有権者も求めてはいけま

せん。
ご理解をお願いします。

委 員 長　山本 亮介

副委員長　作野 桂子

委　　員　坪井 孝仁
　　　　　柴田 賢一
　　　　　岡島　 剛

翔びたて豊山っ
子！

次回定例会の予定

開始時間は午前９時３０分から（最終日は午後１時３０分から）
議事の都合により、日程変更になる場合があります。

6月 ７日（月）開会・議案説明
6月１４日（月）一般質問
6月１５日（火）議案質疑

6月１７日（水）福祉建設委員会
6月１８日（木）総務文教委員会
6月１９日（金）討論・採決・閉会

表
紙
の
コ
メ
ン
ト

　冨
士
保
育
園
の
給
食
の
様
子
で
す
。

　色
と
り
ど
り
の
手
づ
く
り
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
で
感
染
対
策
を
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

あ
ふ
れ
る
ひ
と
と
き
で
す
。

　
長
か
っ
た
は
ず
な
の
に
と
て
も
早
く

時
間
が
過
ぎ
て
い
っ
た
。
そ
ん
な
小
学

校
の
六
年
間
で
し
た
。

　
特
に
心
に
残
っ
て
い
る
思
い
出
の
一

つ
は
修
学
旅
行
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
日

帰
り
に
は
な
り
ま
し
た
が
、
鹿
と
ふ
れ

あ
っ
た
り
、
東
大
寺
や
法
隆
寺
を
見
て

昔
の
人
の
知
恵
や
技
術
は
す
ご
い
な
と

思
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
は
六
年
生
だ
け
で
行
っ
た

ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド
部
の
校
内
発
表
会

で
、
あ
こ
が
れ
の
ド
ラ
ム
を
演
奏
す
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
す
。

　
中
学
で
は
吹
奏
楽
部
で
ま
た
ド
ラ
ム

を
や
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
努
力
し

た
い
で
す
。
も

ち
ろ
ん
勉
強
も

頑
張
っ
て
、
三

年
間
で
た
く
さ

ん
成
長
で
き
る

と
い
い
な
と
思

い
ま
す
。

　
中
学
校
を
卒
業

し
た
今
、
心
に

ぽ
っ
か
り
穴
が
あ

い
た
よ
う
で
す
。

中
学
校
は
た
く
さ

ん
の
思
い
出
が
生

ま
れ
た
場
所
で
あ

り
、一
生
の
仲
間
と
出
会
っ
た
場
所
で
あ

り
、ま
し
て
や
、私
に
夢
を
与
え
て
く
れ

た
場
所
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
、中
学
校
生
活
も
多
く
の
人
の

支
え
な
し
で
は
、送
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。陰

な
が
ら
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の

方
々
、根
気
強
く
勉
強
を
教
え
て
く
だ
さ
っ

た
先
生
方
、共
に
励
ま
し
合
っ
た
仲
間
、

ず
っ
と
側
で
支
え
て
く
れ
た
家
族
へ…

…

。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、感
謝
を
忘
れ
ず
、中
学

校
生
活
を
通
し
て
生
ま
れ
た「
教
員
」と

い
う
夢
を
目
指
し
進
ん
で
い
き
ま
す
。そ

し
て
、い
つ
か
は
、こ
の
豊
山
中
学
校
に

戻
っ
て
き
た
い
で
す
。

中
学
生
へ
の
第
一
歩

広
瀬 

華
音

丹
羽 

美
結

に

わ

み

ゆ
う

ひ
ろ

せ

か

の
ん

夢
に
向
か
っ
て

寄付行為の禁止

編
集
委
員
の
つ
ぶ
や
き

新型コロナウイルス感染症対策のため、事業実施について変更されることがあります。

　私
が
議
会
広
報
編
集
委
員
に
な
っ

て
、
も
う
6
年
が
経
つ
。
一
つ
の
広

報
を
作
り
上
げ
る
た
め
に
5
回
の
委

員
会
が
開
か
れ
る
。
年
間
20
回
と
計

算
す
る
と
、
1
2
0
回
、
委
員
会
に

参
加
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

だ
け
多
く
の
時
間
を
か
け
て
作
り
上

げ
る
議
会
広
報
に
完
成
形
は
な
い
。

し
か
し
、
以
前
よ
り
読
み
や
す
く
な

っ
た
、
い
つ
も
読
ん
で
い
る
、
と
い

う
声
は
励
み
に
な
る
。

　6
年
間
か
け
て
、
個
性
豊
か
な
仲

間
た
ち
と
議
会
広
報
を
作
り
上
げ
て

き
た
。
楽
し
み
な
が
ら
、
苦
労
し
な

が
ら
、
時
に
は
意
見
を
ぶ
つ
け
合
い

な
が
ら
こ
こ
ま
で
や
っ
て
き
た
。
5

月
に
改
選
を
控
え
る
た
め
、
次
の
委

員
会
構
成
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。
だ

か
ら
今
言
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

　
　
　
　
　

  

委
員
長

　山
本
亮
介


